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自らの子育て体験を踏まえて「ほっと安心子育て支援事業」に
ついて熱く語る嘉田知事。

国の進める子育て支援策について、
その意義を説明する徳永参議院議員。

２月定例県議会が開会し、「住み心地日本
一の滋賀」の実現をめざした新年度予算の審議
が始まりました。
「人の力」「自然の力」「地と知の力」を活かした
重点項目のうち、子育て支援・中小企業
の振興・地域医療再生を特に大きなテーマ
として今後取り組んでいきたいと思います。
県議会の開会に先立ち、子育て支援事業につ
いて嘉田由紀子知事、徳永久志参議院議員とと
もに地域の女性を交えて意見交換をしました。

嘉田知事は
育児疲れや育児不安を抱えた保護者の方々が保育所等の一時預
かりを必要な時に利用できるように新たに実施される「ほっと
安心子育て支援事業」について熱い思いを語られ、徳永参議
院議員からは社会全体で子育てを支援する子ども手当や高校無
償化などの制度の意義について述べられました。
子育て支援策としては保育所の待機児童の解消、学童保育所
の整備、子ども手当、高校無償化、私学助成の充実などの手立
てがありますが、今回知事が提案された「ほっと安心子育て
支援事業」は児童虐待の防止策となり、また、日の当らないと
ころに日を当てる政策として私も注目しています。

　　経済・雇用対策の推進
水環境ビジネスや滋賀の歴史や文化を活かした

観光振興、中小企業振興条例の制定などにより滋
賀の経済を発展させるとともに、若年層の就労支
援体制を確立することが必要です。
また、平成23年度から畑作も含めて本格実施さ
れる農家の戸別所得補償制度を活用しながら地産
地消や食育を進め滋賀の農業を守ります。
［ 質問項目 ］
●男女共同参画社会の推進について（2008年2月定例会）
●環境こだわり米の販路拡大について（2008年環境・農水
常任委員会）

●多文化共生社会の推進について（2009年2月予算特別委員会）
●経済・雇用対策について（2009年9月定例会代表質問）
●公契約条例について（2009年11月定例会）
●観光行政費について（2011年3月予算特別委員会）

　　子育て環境や教育環境の充実
待機児童の解消、学童保育の推進、子ども医療費

の負担軽減により子育て環境を整備するとともに少
人数学級の拡大や私学振興で教育環境を充実します。
［ 質問項目 ］
●私学助成について（2008年9月定例会）
●子育て支援について（2009年9月定例会代表質問）
●高校実質無償化について（2010年2月予算特別委員会）

　　医療・福祉・介護の充実
医師・看護師の確保、介護労働者の労働条件整備、
認知症対策や障がい者福祉の充実により福祉のま
ちづくりを推進します。
［ 質問項目 ］
●生活保護制度について（2007年6月定例会）
●障がい者福祉施設の東近江圏域における基盤整備に
ついて（2007年9月定例会）

●公立病院改革について（2007年12月定例会）
●滋賀県保健医療計画について（2008年6月定例会）
●地域医療再生計画について（2010年9月定例会）
●介護保険制度を取り巻く課題について（2010年11月定
例会）

●母子医療対策費について（2011年3月予算特別委員会）

　　環境政策の推進
琵琶湖の水質保全対策の確立や産廃特措法の延
長、造林公社の債務問題など滋賀県独自の環境問
題の解決に努めます。
［ 質問項目 ］
●地球温暖化対策について（2009年9月定例会代表質問）
●造林公社問題について（2009年9月定例会代表質問）
●ＲＤ最終処分場問題について（2009年9月定例会代表質問）
●内湖の復元について（2010年9月定例会）

　　安心安全のまちづくり
防災危機管理体制の整備、流域治水政策や地域
交通政策の充実、地域防犯活動の支援などにより
安心安全のまちづくりを進めます。
［ 質問項目 ］
●コンプライアンス制度について（2007年6月定例会）
●原子力災害対策について（2008年6月定例会）
●地域、家庭、学校における子どもの安全について
（2009年6月定例会）
●新型インフルエンザについて（2009年9月定例会）

　　ムダづかいをなくす
「滋賀県版の事業仕分け」の実施により、行政の
無駄をなくします。
［ 質問項目 ］
●事業見直しや行財政改革について（2009年地方分権・行
財政対策特別委員会）

●外郭団体の見直し計画について（2009年12月定例会）

　　地域主権の確立と議会改革
国から地方への財源や権限の大胆な移譲を実現
するとともに、議会基本条例を制定して県民にと
ってわかりやすい地方政治を進めます。
［ 質問項目 ］
●市町との連携と東近江振興局のあり方について（2008
年9月定例会）

●政権交代にあたっての知事の所感について（2009年9月
定例会代表質問）

「いきいき働き、いきいき暮らす、
元気な滋賀」の実現をめざして

プロフィール
1954年６月29日生まれ（満56歳）
県立彦根東高等学校、同志社大学法学部を卒業後、
近江八幡市職員となり、議会事務局次長、
秘書広報課長を歴任。
2007年４月滋賀県議会議員に初当選。
現在、滋賀県議会総務・政策常任委員長を務める。
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「７つの視点」で元気な滋賀の復活をめざすために、
私は、これまでの４年間の本会議や予算特別委員会で次の通り質問をしました。

元気滋賀復活宣言！元気滋賀復活宣言！今江まさひこ 7つのお約束   今江まさひこ 7つのお約束   



滋
賀
県
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
は
そ
の
設
置
目
的
に

沿
っ
て
役
割
を
果
た
し
て
き
た
か
。

知
事　
こ
の
10
年
で
条
例
に
基
づ
き
、
計
画
策
定
や
配
偶
者
暴
力

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
機
能
を
持
っ
た
総
合
的
な
拠
点
施
設
の
充
実

整
備
、
共
同
参
画
に
関
す
る
広
報
活
動
や
情
報
の
提
供
、
教
育
や
学

習
の
促
進
、
県
民
等
の
活
動
に
対
す
る
支
援
な
ど
を
行
っ
て
き
た
。

　

そ
の
結
果
、
本
県
の
男
女
の
性
別
に
よ
る
固
定
的
な
役
割
分
担

意
識
に
と
ら
わ
れ
な
い
人
の
割
合
は
、
平
成
14
年
度
の
意
識
調
査

で
は
３
９
・
２
％
で
あ
っ
た
も
の
が
、
直
近
の
21
年
度
調
査
で
は

４
６
・
２
％
と
増
加
を
し
て
お
り
、
共
同
参
画
意
識
の
浸
透
が
図

ら
れ
て
き
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
条
例
制
定
後
、
県
内
各
市
町
に
お
け
る
共
同
参
画
に
関

す
る
条
例
や
計
画
の
制
定
が
進
み
、
計
画
を
策
定
済
み
の
市
町
は

全
体
の
８
割
を
越
え
、
市
町
に
お
い
て
も
体
制
づ
く
り
が
根
付
き

つ
つ
あ
る
。

現
計
画
の
進
捗
状
況
お
よ
び
成
果
と
新
計
画
と
の
違
い

は
何
か
。

知
事　
現
計
画
は
、
３
つ
の
重
点
取
組
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
戦
略

的
な
取
組
を
展
開
し
て
き
た
。

　

１
点
目
は
「
仕
事
と
生
活
の
調
和
（
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
）の
促
進
」、
２
点
目
は「
女
性
の
活
躍
支
援
」、
３
点
目
は「
県

民
と
の
協
働
に
よ
る
広
報
活
動
や
教
育
・
学
習
の
推
進
」
で
あ
る
。

　

そ
の
中
で
、特
に「
仕
事
と
生
活
の
調
和
の
促
進
」に
つ
い
て
は
、

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
推
進
企
業
登
録
数
や
家
庭
教
育
協

力
企
業
協
定
締
結
企
業
数
に
つ
い
て
、
目
標
が
ほ
ぼ
達
成
で
き
る

結
果
と
な
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
仕
事
と
子
育
て
や
介
護
な
ど
の
両
立
が
で
き
る
社
会
環

境
が
、
ま
だ
十
分
整
っ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
こ
と
、
政
策
・
方

針
決
定
過
程
へ
の
女
性
の
参
画
に
は
、
今
後
と
も
さ
ら
な
る
取
組

が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
男
女
間
の
暴
力
行
為
は
深
刻
な
状

況
に
あ
る
な
ど
と
い
っ
た
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
課
題
に
対
応
し
て
、
現
計
画
の
取
組
の
上
に
た
っ
て
、

新
計
画
で
は
、
家
庭
や
地
域
、
働
く
場
な
ど
、
身
近
な
場
に
お
け

る
男
女
共
同
参
画
の
推
進
な
ど
５
つ
の
重
点
目
標
を
掲
げ
る
と
と

も
に
、
従
来
の
学
習
・
啓
発
の
取
組
か
ら
、
女
性
の
ニ
ー
ズ
を
と

ら
え
た
就
労
支
援
や
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
場
の
提
供
な
ど
、
実
効
性
あ

る
実
践
の
取
組
へ
と
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

滋
賀
マ
ザ
ー
ズ
ジ
ョ
ブ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
現
時
点
で
の

組
織
や
人
員
の
見
込
み
は
ど
う
か
。

県
民
文
化
生
活
部
長　
滋
賀
マ
ザ
ー
ズ
ジ
ョ
ブ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

は
、
働
き
た
い
と
願
う
子
育
て
中
の
女
性
が
就
職
活
動
を
ス
ム
ー

ズ
に
は
じ
め
て
い
た
だ
く
た
め
の
し
く
み
と
し
て
、
仕
事
と
子
育

て
の
両
立
に
向
け
た
ア
ド
バ
イ
ス
や
就
職
活
動
中
の
一
時
保
育
の

実
施
、
就
労
に
い
た
る
ま
で
の
個
別
の
相
談
や
職
業
紹
介
な
ど
を

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
で
き
る
窓
口
を
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
に
設

置
す
る
も
の
で
す
。

　

子
育
て
中
の
女
性
の
場
合
、「
自
分
の
意
欲
や
能
力
を
活
か
せ
る

仕
事
は
何
か
」、「
子
育
て
と
両
立
で
き
る
だ
ろ
う
か
」、
ま
た
「
求

職
中
の
保
育
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
」
な
ど
の
様
々
な
不
安
や
心

配
を
抱
え
て
い
る
。
そ
う
い
っ
た
相
談
に
き
め
細
か
く
対
応
し
て

い
く
た
め
、
就
業
に
関
す
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
研
修
・
訓
練
等

の
紹
介
、
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
支
援
に
つ
い
て
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
行
う「
マ
ザ
ー
ズ
就
労
支
援
相
談
」を
設
置
し
、
総
合
受
付
窓
口

と
併
せ
、
３
名
の
相
談
員

を
配
置
す
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
母
子
家
庭
の
方

へ
の
支
援
に
つ
い
て
は
、

「
母
子
家
庭
等
就
業
・
自

立
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
設

置
し
、
就
業
相
談
、
就
業

意
欲
の
形
成
や
職
業
訓
練

の
情
報
提
供
、
求
人
の
開

拓
な
ど
を
行
う
就
業
支
援

員
２
名
や
、
相
談
者
の
生

活
や
子
育
て
等
、
個
々
の

状
況
に
応
じ
た
自
立
の
た

め
の
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

策
定
す
る
策
定
員
１
名
を

配
置
す
る
予
定
で
す
。

　

そ
れ
と
と
も
に
、
滋
賀

労
働
局
の
協
力
を
得
て
、
求
人
情
報
の
提
供
や
職
業
紹
介
を
す
る

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
機
能
を
付
置
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
機
能
に
つ
い
て
、
全
体
を
把
握
し
統
括
す
る
立
場
の

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
配
置
す
る
な
ど
、
滋
賀
マ
ザ
ー
ズ
ジ
ョ
ブ
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
の
円
滑
な
運
営
を
進
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

女
性
の
就
労
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
事
業
に
と
も
な
う
男

女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
の
機
能
や
事
業
の
充
実
に
つ
い

て
、
知
事
の
思
い
を
伺
う
。

知
事　
女
性
の
就
労
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
事
業
で
は
、「
就
職
し
た

い
」と
の
思
い
や「
現
在
の
仕
事
で
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
し
た
い
」あ

る
い
は
、「
起
業
し
た
い
、
ま
ち
づ
く
り
な
ど
の
地
域
活
動
に
参
画

し
た
い
」な
ど
女
性
の
さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
や
願
い
に
、
柔
軟
に
応

え
ら
れ
る
よ
う
、
ス
タ
ッ
フ
の
充
実
な
ど
が
大
変
重
要
で
あ
り
、

き
め
細
か
く
支
援
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

こ
の
事
業
の
実
施
に
よ
り
、従
来
参
加
の
少
な
か
っ
た
子
育
て
中

の
母
親
な
ど
若
い
世
代
が
、こ
の
セ
ン
タ
ー
に
集
う
こ
と
と
な
る
。

　

あ
わ
せ
て
、
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
が
、
こ
の
よ
う
な
自
己

実
現
を
め
ざ
す
女
性
の
多
様
な
生
き
方
を
応
援
し
、
女
性
の
意
欲

と
能
力
が
い
か
さ
れ
る
雇
用
の
創
出
に
も
向
け
て
、
活
力
あ
ふ
れ

る
社
会
づ
く
り
に
貢
献
で
き
る
施
設
と
し
て
、
さ
ら
に
は
、
子
育

て
と
仕
事
が
両
立
で
き
る
こ
と
に
よ
り
、
子
ど
も
を
生
む
と
い
う

決
意
を
す
る
女
性
が
増
え
て
く
れ
る
よ
う
な
、
そ
の
よ
う
な
多
面

的
な
機
能
を
よ
り
一
層
果
た
し
て
い
け
る
よ
う
機
能
の
充
実
に
努

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

今江まさひこ今江まさひこ今江まさひこ滋賀県議会議員 県政レポート Vol,14県政レポート Vol,14 2011年 3月
　

２
月
定
例
会
で
提
案
さ
れ
た
新
年
度
予
算
で
は
８
項
目
の
重
点
テ
ー
マ
が

示
さ
れ
、
そ
の
中
で
「
働
く
場
へ
の
橋
架
け
」
と
し
て
女
性
の
就
職
や
社
会

活
動
の
応
援
、
障
が
い
の
あ
る
人
の
働
く
場
や
地
域
生
活
の
充
実
、
若
者
の

就
労
支
援
の
た
め
の
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
今
回
は
女
性
の
就
労
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
事
業
や
そ
の
拠
点

と
な
る
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
の
あ
り
方
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

「
住
み
心
地
日
本
一
の
滋
賀
」の
実
現
を
め
ざ
し
て

男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進
に
つ
い
て

QA

QA

QAQA

２
月
定
例
会
一
般
質
問
か
ら

障がいのある人の働く場や
地域生活の場を充実

　障がいのある人の就労、雇用の両ニーズのマッチングや職場
定着、生活支援を行う体制を充実するとともに、障がい者のアー
ト公募展開催などのアール・ブリユット推進事業が行われます。

若者の就職支援と失業者や
離職者への職業訓練

　若年求職者の支援体制の一本化による就職支援の充実を図る
「（仮称）おうみ若者未来サポートセンター」を整備するとともに、
ニート・フリーター対策としてカウンセリング、就労体験、訪
問支援などを実施する予定です。

ア
ー
ル
・
ブ
リ
ユ
ッ
ト
推
進
事
業
の
拠
点
と

な
る
ボ
ー
ダ
レ
ス
・
ア
ー
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

Ｎ
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ー
Ｍ
A（
近
江
八
幡
市
永
原
町
）

現
在
、
概
ね
35
歳
未
満
の
方
に
対
し
て
、
職

業
相
談
な
ど
を
行
っ
て
い
る
ヤ
ン
グ
ジ
ョ
ブ

セ
ン
タ
ー
滋
賀（
大
津
市
）

滋
賀
マ
ザ
ー
ズ
ジ
ョ
ブ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設

置
が
予
定
さ
れ
、
近
江
八
幡
市
で
の
存
続

が
決
定
さ
れ
た
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー


